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  自分専用のスマホ・携帯を持ち、日常的にインターネットや

コミュニケーションサービスを利用する子供が増加するにつ

れ、友達との関係や家庭生活に大きな影響が現れるように

なってきました。多くの教員が喫緊の課題として指導の必要

性を感じていますが、指導の準備や方法に不安や戸惑いを

抱えている教員が多く、系統的な取組を実現するためには、

校内研修を中心として全校全職員で、取り組んでいくことが

大切です。

･啓発動画の制作　　・スマホ宣言　　・小学校への出前講座実施
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  全ての児童生徒に適切な情報モラル指導を行うには、校内研修を中心とした、指導体制づくりが

必須です。校内研修でも取り扱える情報モラル指導の４つのステップを紹介します。

  継続的な指導を行うためには年間計画を立てることが大切です。指導事項のもれをなくし、

各教科と関連付けて指導を行うには、情報モラル指導モデルカリキュラム表や情報モラルカ

リキュラムチェックリストが参考になります。

  授業の中では一方的な講義だけではなく、動画教材等を視聴したり、児童生徒同士を話し

合わせたりすることで、自分のこととして考えさせることが大切です。効率的に準備を進める

ため、公的機関や企業が作成した教材も活用できます。

・



  SNSへの不適切な投稿がテーマの動画教材を活用した授業実践を行った。学習後、

持ち帰らせたワークシートに保護者からコメントをもらい、家庭と連携を図った。

  一人一台のタブレット端末を操作し、SNS疑似体験を行った。「失敗を経験する場

（安易な判断が危険を招き、思いもよらない状況に陥っていく）」を設定することで、

SNSの楽しさや怖さを実感できる実践となった。

  児童の実態と発達段階に合わせるために三つのグループで授業内容を検討し、児童

への指導と保護者への啓発に取り組んだ。

  疑似体験を取り入れた実践を行い、スマホやネットについて普段の利用をもう一度見直し

たり、これまで体験したことのない状況になった時の対処方法を考えたりする機会を設けた。

  中学生を講師として招き、小学生にメディアコントロールの必要性を啓発する取組

や、ICT支援員と連携した情報モラルの実践を継続的に行っている。

  企業による出前授業や中学校と連携したノーメディアデーの実施、生活リズムチェッ

クを行い、自分自身の生活習慣を見直す取組を継続的に行っている。

  中学校の実践を参考に、既存の動画教材を活用し生徒自身が考える授業を行っ

た。話し合いの場面では、各グループに教師が進行役として加わり、自分のこととし

て考えられるよう支援を行った。

  コミュニケーションに関する授業の一部に情報モラルを意識させる内容を取り入れ

ている。演習や話し合い等、生徒に考えさせる場面を通して、自己理解や他者理解が

深まる授業を実施している。



※ 児童生徒の課題に合わせて、系統的な授業内容を検討する時にヒントとなる資料として作成しました。情報モラル指導モデルカリ

キュラム表（文科省）と合わせてご活用ください。児童生徒の実態に応じて、調整し活用することも可能です。



  情報モラルの指導は個々の教員の判断に基づいて行っていたが、情報担当

を中心に校内研修を企画し、系統的な取組となることを目指した。内容につい

ては、センターの研修資料を基に自校の課題と思われることを付け加えた。

  スマホやネットの「不適切な使用は適切な使用を促すことによって自ずと減っ

ていく」との考えのもと、闇の部分だけに焦点を当てるのではなく、光の部分－

スマホの適切な利用－をテーマとした参観授業を実施し、保護者に学校の取

組を理解してもらい、一緒に学ぶ機会を設けている。

  日曜参観日で、情報モラルをテーマとした授業と全校生徒と保護者を対象と

した学習会を実施した。学習会では、教職員が参加した研修会の内容を基に作

成した資料を使って説明し、多くの事例について学んだ。

  ＯＫＡＹＡＭＡスマホサミットで話し合った内容を基に、スマホの正しい使い

方を呼びかけるための「オリジナルのぼり」を作成した。生徒会役員の生徒が、

学区の３小学校を訪れ、のぼりの贈呈と、スマホに関するクイズを中心としたミ

ニ授業を実施した。

  生徒が意識啓発用の動画を作成した。全校集会で上映し、生徒と教員がグ

ループになってスマホの適切な利用に向けた意見交換を行った。




